
豊田市主催：中小企業の経営革新を加速する副業・プロボノ人材活用プログラム

2022.3.24
当日コンテンツ

１. 本事業の目的や背景の紹介
２. 副業・プロボノ受入にチャレンジ
した企業からの事例発表

３. トヨタ先進・PTプロボノ事務局
からの事例共有

４. 今後の取り組み可能性について
横断的な意見交換

５. 次年度事業のご案内

https://forms.gle/R8Nn2ZmiFXUPcgd57

①右記QRコード、または以下のURLからWEB申込

お申込み方法

中小企業のための
副業・プロボノ人材活用セミナー

コロナ禍で試行錯誤が続く地域中小企業の新たな人材戦略として、副業・プロボノなどの外部人材の活用に対する注
目が高まっています。とはいえ、地域の中小企業にとっては、なかなか活用のイメージがしづらいのではないでしょ
うか。そんな中、本セミナーでは、今年度の事業を活用し、新規事業の立ち上げ・商品開発・情報発信等、普段中々
手をつけられていない事業の推進をはかるために、副業・プロボノ人材受入れに初めてチャレンジした豊田市内企業
10社の事例を共有いたします。参加者の皆様には、次年度も実施する同事業の自社内での活用イメージをもっていた
だく機会にもなります。ご関心をお持ちいただいた豊田市内の中小企業、個人事業主、団体の皆様はぜひお気軽にご
参加ください！

このような展望や課題感をお持ちの企業におススメ！

企業名 メールアドレス

電話番号
※当日繋がりやすい電話番号

紹介機関（任意）

参加者氏名
※複数の場合は、全員の氏名を記
載ください

備考（任意）
※質問や期待感など

②FAXにて申込：送信先：事務局（NPO法人G-net FAX：058-263-2164）
※申し込み確認次第、記入いただいたメールアドレスへオンラインツール（zoom）の当日用URLを発行しますので、必ずご記入ください。

以下の①・②のいずれかの方法で申込お願いします。申込〆切：3/22（火）

申込QRコード▶

コロナ禍において求められるオンライン
ツールを用いた新たな人材戦略や採用手
法の確立へ向けて試行錯誤する機会を持
ちたい。

先を見据えた挑戦が必要だが、今の仮説は
あっているだろうか。既存思考から脱却し
た議論が必要だが、社内のリソースは不足
している。コストを抑えながらチャレンジ
できる機会が欲しい。

時代の変化に合わせた採用や組織作りを
考え直す必要が出てきた。リスクをでき
るだけ最小化しながら、新たな挑戦にも
着手していくにはどうすればいいかのヒ
ントを多様な人材活用から得たい。

新規事業開発や既存事業の
テコ入れが必要

多様な人材を活かせる組織作りや
社内体制の整備を進めたい

コロナ禍でも取り組める
打ち手を模索している

オンライン開催

参加費無料10:00-12:00

木

10社の
実践事例報告

https://forms.gle/R8Nn2ZmiFXUPcgd57


【主催】豊田市（担当：産業部産業労働課）
【委託先】NPO法人G-net （担当：南田・棚瀬）

住所：〒500-8844 岐阜県岐阜市吉野町6-2 ブラザービル2階
電話：058-263-2162 /FAX：058-263-2164 メール：info@furusatokengyo.jp

問い合わせ

②トヨタ先進・PTプロボノ トヨタ自動車㈱の社員を期間限定で迎え、経営革新に挑む
4ヶ月の実践プログラム

全国の幅広い層の外部人材候補へアプローチすることのできる
WEBサイト「ふるさと兼業」を活用して全国から人材を募集

今年度実施したプログラム及び受入れ事例

＜ふるさと兼業の実績＞※2018年9月～2021年3月

・募集プロジェクト： 250 件超／エントリー率： 100%

・マッチング250 件 450 人超／掲載企業の成約率： 92%

・会員登録数： 5200 人

※都市部在住者 、 30 代 40 代が最も多い。

大企業社員やフリーランス、経営者など幅広く登録

・トヨタ自動車社員がチームを組み、週4 時間程度企業の課題解決に向けた取り組み
・これまでに培われた経験やノウハウを活かすとともに、実践的に柔軟な思考やスピード感ある実行力を学ぶ
・コーディネーターが専属でプロジェクトを伴走支援

※「プロボノ」とは：各分野の専門性を持った人材が、知識やスキルを活かして社会貢献する活動のこと。
トヨタ自動車では、人材育成施策の一部として、実施。

▼本プログラムのポイント

【今年度の受入れ企業事例】

・株式会社丸加醸造場（豆みそ・たまりの醸造）

発酵をコンセプトとしたカフェの新設に伴う企業の認知度アップ

・株式会社風外虎餅（和菓子の製造販売）

目玉サービスであるプリントお菓子の販路拡大や、商品の広報PR

・企業課題に沿ったプロジェクトに対し、適切なスキルや技術を持った人材を全国から募集可能
・5000 人を超える登録会員に対して、企業情報を発信できる
・条件面だけでなく、事業や企業ビジョンに共感する人材が多数参画

▼本プログラムのポイント

①ふるさと兼業

※本事業は豊田商工会議所、豊田信用金庫との包括連携協定事業として実施しています。

令和３年度 豊田市「副業・兼業等人材と市内中小企業とのマッチング支援業務」

【今年度の受入れ企業事例】

・株式会社こさなぎ（旅館業・ビジネスホテル運営）

コロナ禍で減少した既存の顧客層に向けたサービス企画提案

や広報戦略

・浦野合資会社（日本酒醸造・販売）

30～40代の子育て世代をターゲットとした際の既存商品の

広報戦略

・株式会社メイワ（車のメンテナンスサービス）

新規事業の立ち上げに伴うリサーチ、販売戦略及び計画策定

本プロジェクト特集ぺージ

▼企業訪問時の様子（通常はリモートでの業務）


